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※本文内の（ ）内の数値は志願者数の前年度確定数との対比指数を表します。 

◎医学部医学科志願状況 

□前期はやや減少、後期は廃止もあり大幅減少 
〔設置・日程別志願状況〕 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医学部医学科(以下「医学科」)一般選抜全体の志願者数は、コロナ禍による医学への関心の高まりにより、

2022 年度、2023 年度は 2 年連続増加しました。コロナ禍の落ち着きとともに、2024 年度から志願者数は

減少し、2026年度は 2,156人(90)の減少と３年連続減少となり、志願者数は２万人を下回りました。 

日程別では、前期は 787 人(95)のやや減少で、２年連続減少しました。後期は、旭川医科大、山形大、佐賀大

の廃止もあり、募集人員は 32 人減少(募集人員指数 91)、志願者数も 1,369 人(79)の大幅減少で、３年連続

減少しました。この結果、志願倍率は前期が 4.31 倍→4.03 倍、後期は 19.23 倍→16.82 倍といずれもダウ

ンとなりました。 

 

□前期の地区別では東海・北陸がやや増加、九州・沖縄は大幅減少 
〔地区別志願者指数〕 

<前期日程> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期合計では 787 人(95)のやや減少でした。地区別では、東海・北陸(106)、中国・四国(104)がやや増加

しましたが、その他の地区は全て減少で、九州・沖縄(84)は大幅減少、近畿(86)、関東・甲信越(92)は減少、北

海道(96)、東北(96)はやや減少でした。 
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2026年度 増減数 指数 2025年度 2024年度 2023年度 2022年度 2021年度 2020年度 2019年度 2018年度 2017年度

前期 3,524 -28 99 3,552 3,587 3,593 3,636 3,604 3,597 3,644 3,676 3,699

後期 314 -32 91 346 351 351 363 408 454 524 539 541

合計 3,838 -60 98 3,898 3,938 3,944 3,999 4,012 4,051 4,168 4,215 4,240

前期 14,520 -787 95 15,307 16,222 15,960 15,087 14,773 14,742 16,390 17,064 18,093

後期 5,283 -1,369 79 6,652 7,063 7,550 7,255 7,110 7,404 9,081 8,969 9,927

合計 19,803 -2,156 90 21,959 23,285 23,510 22,342 21,883 22,146 25,471 26,033 28,020

前期 4.12 4.31 4.52 4.44 4.15 4.10 4.10 4.50 4.64 4.89

後期 16.82 19.23 20.12 21.51 19.99 17.43 16.31 17.33 16.64 18.35

合計 5.16 5.63 5.91 5.96 5.59 5.45 5.47 6.11 6.18 6.61

募集人員

志願者数

志願倍率
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○北海道(96) 

旭川医科大(186)は前年度大幅減少の反動と後期廃止に伴う募集人員増加もあり大幅増加。一方で、北海道

大(77)は大幅減少。札幌医科大(72)も大幅減少で３年連続減少。 

○東北(96) 

福島県立医科大(218)は前年度大幅減少の反動で 2.2 倍近い増加。東北大(135)も前年度大幅減少の反動

で大幅増加。一方で、弘前大(63)は大幅減少で、志願者数は４年ぶりに 400 人を下回った。山形大(73)、秋

田大(85)はいずれも前年度大幅増加の反動で大幅減少。 

○関東・甲信越(92) 

新潟大(115)は大幅増加。信州大(111)は前年度大幅減少の反動で増加。一方で、群馬大(49)は２年連続増

加の反動でほぼ半減、志願者数は５年ぶりに 200 人を下回った。横浜市立大(81)、東京科学大(83)はいず

れも大幅減少。 

○東海・北陸(106) 

福井大(240)は前年度大幅減少の反動で 2.4倍の激増で、志願者数は 500 人を上回った。岐阜大(153)、

金沢大(134)はいずれも前年度大幅減少の反動で大幅増加。浜松医科大(120)も大幅増加で２年連続増加。

三重大(111)は増加だが、志願者数は２年連続 300人を下回った。 

○近畿(86) 

京都府立医科大(116)は２年連続減少の反動で大幅増加。一方で、和歌山県立医科大(61)は大幅減少。滋賀

医科大(70)は２年連続大幅増加の反動で大幅減少。神戸大(85)は３年連続増加の反動で大幅減少。 

○中国・四国(104) 

山口大(221)、島根大(125)はいずれも２年連続大幅減少の反動で大幅増加。山口大(221)は９年ぶりに志

願者数が 400 人を上回った。香川大(115)は前年度大幅減少の反動で大幅増加。一方で、徳島大(67)、広

島大(77)はいずれも前年度大幅増加の反動で大幅減少。 

○九州・沖縄(84) 

佐賀大(117)は２年連続大幅増加。一方で、宮崎大(32)は前年度大幅増加の反動で、ほぼ１／３の激減となり、

志願者数は 150人を下回った。熊本大(67)は２年連続増加の反動で大幅減少。鹿児島大(70)は前年度大幅

増加の反動で大幅減少。 

 

<後期日程> 

後期合計では 1,369人(79)の大幅減少。後期募集を廃止した旭川医科大、山形大、佐賀大を除くと、781人

(87)の減少でした。 

地区別では、１大学のみの募集である地区では、東北(30)は山形大の廃止のため激減。山形大を除く秋田大

(39)のみでも前年度 1.6 倍以上の反動で激減。近畿(111)は奈良県立医科大のみで２年連続増加。中国・四国

(55)は山口大のみで前年度 1.8 倍以上の反動で大幅減少。複数大学の募集がある３地区は、九州・沖縄(74)は

大幅減少。後期廃止の佐賀大を除いても(84)の大幅減少。関東・甲信越(97)はやや減少。東海・北陸(98)は微

減。 

○関東・甲信越(97) 

全ての大学が減少。東京科学大(86)は３年連続減少で、志願者数は 150 人を下回った。千葉大(96)はやや

減少で３年連続減少。山梨大(98)は微減で２年連続減少。 
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○東海・北陸(98) 

福井大(114)は前年度大幅減少の反動で増加で、2018 年度以降前年度の反動による大幅増減が継続。一方

で、三重大(69)は大幅減少で２年連続減少。志願者数は６年ぶりに 150 人を下回った。名古屋大(72)は大

幅減少で２年連続減少。 

○九州・沖縄(74) 

宮崎大(187)は２年連続大幅減少の反動で激増。志願者数は３年ぶりに 400 人を上回った。一方で、鹿児島

大(79)は２年連続増加の反動で大幅減少。琉球大(41)は大幅減少で３年連続減少し、志願者数は 11 年ぶり

に 300人を下回った。 

 

 


